
東洋経済第20回「CSR調査」（2024年）
ご回答企業向け説明会

2024年7月22日
株式会社東洋経済新報社

「CSR企業総覧」編集部・CSRデータ開発チーム



本説明会の主な目的

東洋経済CSR調査の概要のご説明
調査の概要について共有
ご活用いただきたい関連資料のご紹介

具体的な回答のポイントや調査内容の変更点をご説明
総合調査と基礎調査の違いに関するご説明
基本的な回答方法および回答時のポイントの共有
今回の調査における変更点のご説明

双方向のコミュニケーションの場を提供
直接ご質問いただける場、社内外の方との意見交換の場
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本日のご説明内容

1. 東洋経済「CSR調査」の概要のご説明

2. 【特別解説】「SDGs企業ランキング」2024年版概要の解説

3. 東洋経済 第20回「CSR調査」（2024年）における変更点・
注意点

4. 質疑応答
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東洋経済「CSR調査」の概要のご説明

2024年7月22日
株式会社東洋経済新報社

「CSR企業総覧」編集部・CSRデータ開発チーム



東洋経済ＣＳＲ調査の概要



横並びで比較可能なCSR情報の収集・整備
基本的かつ業種横断的な情報（方針・制度・取り組み・数値情報）

CSR関連の評価・分析手法の開発と結果の公表
「よい会社」「信頼される会社」を見つける

東洋経済CSR調査の目的・手段
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「よい会社」「信頼される会社」を見つけるための基礎情報を収集・発信
し、日本のCSR活動の発展に寄与する

目
的

手
段

経済出版社として、中立的な立場からCSR・ESG・サステナビリティの
情報を収集し、『CSR企業総覧』を発行する
「報道」としてのCSR情報の収集・発信

『CSR企業総覧』や東洋経済CSRデータなどを通じて、収集した情報・
評価を学術研究、株式投資、企業研究など幅広い分野で活用できるよう
に、広く世に提供していく



東洋経済CSR調査の概要

東洋経済110周年（2005年）記念事業として開始

中立的な立場から調査を実施

「よい会社（信頼される会社）」を見つけ
るための基礎情報を収集

CSR評価・財務評価を行い、企業の総合評
価を作成

集めた情報はすべて『CSR企業総覧』「東洋経済CSRデータ」などで
公表・提供

7

掲
載
情
報

会社基本データ

CSR＆財務評価・
格付け

CSR全般

ガバナンス・
法令順守・内部統制

雇用・人材活用

消費者・取引先対応

社会貢献

企業と政治の関わり

環境

東洋経済ＣＳＲ調査の特徴・詳細 ランキング・集計



「ＥＳＧ－Ｈ」という枠組みが基本

東洋経済が考える
CSR活動における重要な3つの視点

③ 社会課題の解決
（CSV・SDGsなど）

② ESGの基本的取り組み
（環境・社会・ガバナンス）

① 人材活用・雇用問題（H）への取り組み

信頼される会社へ

持続可能性（サステナビリティ）の向上

①会社に関わるさまざまな人を大切にしているか？
②事業活動が社会・環境与える負荷を減らすよう努力しているか？

③社会課題解決に貢献しようとしているか？ 8



CSR活動の推進でより持続可能な会社になっていく

①会社の基盤である
人づくりのCSR

•従業員の健康・安全対応
•従業員の満足度向上
•ダイバーシティ推進
•女性活躍推進
•取引先・顧客への誠実な対応

②不祥事・
トラブル予防
（守りの
CSR）•事業上の問題点に対応

•モラル向上・ルール化
•サプライチェーンの対応
•環境など各種規制への受動的対応
•内部通報の体制整備

③企業力・
イメージアップ
（攻めのCSR）
（ＣＳＶ・ＳＤＧｓ）

•災害復興支援など社会課題解決の取
り組みによるノウハウ・販売先獲得

•規制面の早期対応での技術向上
•社会課題解決・貢献

より持続可能な
会社に Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
の
積
み
上
げ

こうした全体の動きがわかるような調査・評価を目指す 9



ご回答企業をメンバーとする「東洋経済サステナビリティフォーラム」
（2018年2月設立）を中心とした取り組み

ご回答企業との対話を重視

名称 内容

CSR調査・評価説明会 2012年開始。調査・評価の概要・結果のご説明。関連するテーマの専門家による特別講演やディス
カッションを開催する場合も。

個別質問会
2016年5月開始。これまで延べ350社と開催（2024年6月時点）。事前にご質問をいただき、本説明会
でご説明しきれなかった内容について、個別にお会いしてご説明。ライバル企業との差や自社の得点
についてのご質問が多い。

CSR Fileダウンロードシステム

会員向け資料提供サービスポータルサイト。以下の資料を閲覧可能。会員企業にID・パスワードをお
知らせ。ID追加、PW変更可能。
• 『CSR企業総覧』個別掲載ページ（過去14年分）
• CSR企業ランキング報告書（過去9年分）
• PDF調査表（直近調査用）
• CSR企業ランキング上位800社
• 格付け一覧、業種別集計表、各種レポート etc…

東洋経済CSRセミナー 関連するテーマについて、社内外の専門家を招いて開催するセミナー（一部有料）。優先参加が可能。
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https://biz.toyokeizai.net/-/csr/sustainabilityforum/
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/briefing/IndiQ.html
https://csr-filedownload.toyokeizai.co.jp/login


東洋経済の外部との関わり
協力・参加 主な内容

プラチナキャリア・アワード • 発足に協力。第3回目以降はデータ提供という形で協力を継続
• プラチナキャリア・インデックスの基データ

グリーン購入大賞 • 第18回（2017年）から後援

読者・ユーザーとの対話・意見交換
• 金融機関（ファンドマネージャー、銀行など）、大学教授、コン
サルティング会社、情報ベンダーなど

• 大学での寄付講座（青山学院大学、明治大学など）

CSR・ESG・サステナビリティ関連企業
との連携

• 第20回（2024年）調査から、シェルパ・アンド・カンパニー社
（ESG情報開示支援クラウド「SmartESG」）とシステム連携

その他個別でご協力・情報交換 • 可能な範囲での意見交換会の実施
• 依頼があればセミナー講師なども

11
外部と関わり、独りよがりにならない調査に

https://platinumcareer.mri.co.jp/
https://qontigo.com/index/imjppcyn/
https://www.gpn.jp/


ご回答情報利用刊行物・関連サービス

『CSR企業総覧』
（雇用・人材活用編、

ESG編）

東洋経済
CSR
データ ランキング

データ・格
付けデータ

CSR関連
データ

東洋経済
ESGオン
ライン

東洋経済デジ
タルコンテン
ツ・ライブラ
リー（DCL）

『CSR企業
総覧』オン
ラインサー

ビス

東洋経済
CSRデータ
eBook（電
子書籍）

『CSR企業
総覧（ランキ
ング＆集計
編）』

週刊
東洋経済

東洋経済
オンライン

12『ＣＳＲ企業総覧』を中心に多様な媒体でご回答情報をご紹介



ご回答のメリット

回答をとおして、自社のＣＳＲ活動の整理や進捗の確認ができる

CSR評価をとおして、自社の強み・弱みが見えてくる

さまざまな媒体で自社の取り組みを発信できる

他社と自社の活動を横並びで比較できる

説明会・セミナーなどでインプットができる
東洋経済サステナビリティフォーラム

https://biz.toyokeizai.net/-/csr/sustainabilityforum/
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https://biz.toyokeizai.net/-/csr/sustainabilityforum/


東洋経済ＣＳＲ調査（総合調査）の概要・
ご回答方法



東洋経済ＣＳＲ調査表の構成
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• 業種・規模に関わらず共通の調査表
• 紙と入力フォーム付きＰＤＦ調査表の２種類
• 総合調査表ご回答の場合は基礎調査のご回答は不要

総合調査表 基礎調査表

１.  雇用・人材活用編

２.  ＣＳＲ全般・社会貢
献・内部統制等編

３.  環境編

４．窓口ご担当情報

１.  基礎調査

２．窓口ご担当情報



総合調査表と基礎調査表の違い

総合調査表 基礎調査表
• 対象：継続回答企業や大企業、ＣＳＲ活動に積
極的な企業など

• 項目数が多い

• 「雇用・人材活用編」「ＣＳＲ全般・社会貢
献・内部統制等編」「環境編」の３つで構成
※原則３つ揃ってのご回答をお願い

• 企業のＣＳＲの取り組みを幅広く調査すること
が目的

• 「ＣＳＲ評価」および「ＣＳＲ企業ランキング」の対象
となる

• 対象：初回回答企業や比較的小規模な企業など

• 項目数は（比較的）少ない

• 総合調査表から主要項目を抜粋。やや人材関連
の項目が多い傾向
＝項目は総合調査表にすべて含まれている

• 企業の基礎的なＣＳＲの取り組みを調査するこ
とが目的

• 「ＣＳＲ評価」および「ＣＳＲ企業ランキン
グ」は対象外。「ＣＳＲ基本評価」の対象
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（参考）未上場企業のご回答

「総合調査表」「基礎調査表」どちらでもご回答可能

ただし、「ＣＳＲ企業ランキング」など財務データを組み入れた評価
の対象になるには、「財務評価」に必要なデータを別途ご回答いただく
必要がある（未上場企業・財務評価用データ入力ファイル（Excel））
※財務データは評価にのみ使用。外部には非公開（評価データは公開）

詳細は「東洋経済ＣＳＲオンライン」の調査ページに掲載
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/research/No20-2024.html#8

17
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調査表の取得方法

• 紙：窓口ご担当者に郵送
• PDF：CSR Fileダウンロードシステム前回ご回答企業

• 紙：窓口ご担当者に郵送
• PDF：CSR Fileダウンロードシステム
※今回ご回答いただける場合に限りID・PWをお知らせ可能

前回未回答企業
（前々回回答）

• 紙：上場企業のみ、小社「四季報」ご担当窓口の方に郵送
• PDF：東洋経済ＣＳＲオンラインに掲載新規ご回答企業
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調査関連資料の取得・活用方法

「東洋経済ＣＳＲオンライン」調査ページ
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/research/No20-2024.html
必ずご覧いただきたいのは「ご回答の手引き」「記入例」
基本的なご質問への回答は「よくあるご質問・お問い合わせ」をご参照
PDF調査表で回答する場合は「電子調査表のご回答方法」もご参照
調査終了後は関連資料のリンクをご用意

「東洋経済ＣＳＲ調査・評価説明会」発表資料
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/briefing/2024CSR_Research.html

毎年開催（2024年4月23日・26日開催）。重要な資料も掲載
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https://biz.toyokeizai.net/-/csr/research/No20-2024.html
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/research/QA.html
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/research/HowToUseDQ.html
https://biz.toyokeizai.net/-/csr/briefing/2024CSR_Research.html


調査表のご提出方法

紙の調査表
⇒同封している返送用封筒（緑）に封入して郵送
※入力フォーム付きＰＤＦ調査表を印刷してのご回答はご遠慮ください

入力フォーム付きＰＤＦ調査表
⇒下記調査表受入専用窓口まで、メールに添付して送信

※必ず所定の環境下で編集いただき、フォームに入力可能な状態でご返送ください

★東洋経済「CSR調査」受入専用窓口：accept-csr@toyokeizai.co.jp
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ご回答の際の注意点

総合調査表をご回答いただく場合、基礎調査表のご回答は不要
⇒両方お送りいただいた場合、基礎調査表は回答としては処理しません（参考資料）

PDF調査表は所定の環境下でご回答ください
⇒詳細は「電子調査表のご回答方法」 をご参照ください。

Adobe Acrobat以外（ブラウザ（Chrome、Edge）や別ソフト（JUST PDF、
CubePDF等） ）で編集されている場合が多い

現在Excel形式の調査表を開発中
⇒次回調査以降にExcel形式の調査表をご用意したい。PDF調査表は順次廃止の予定
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調査ご回答時のポイント・注意点



ご回答の際のポイント①

質問のタイプは主に４つ
単一選択肢、複数選択肢、数値、テキスト

前回回答があった場合、調査表には前回のデータを表示
前回基礎調査表での回答の場合、該当項目を印字した総合調査表を送付
紙の調査表は青字で印字。赤字での修正がない場合はそのままで掲載
（一部緑字で表示。こちらは赤字で修正がない場合は、原則未回答とみなす）
PDF調査表は入力フォームにあらかじめデータをセット
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ご回答の際のポイント②

基本情報の調査のため、できるだけ回答する
基準等が異なる場合などは「注記」を活用し、広く捉える

方針等は完全に一致しなくとも、社訓などを含めて幅広く捉える

「ご回答の手引き」に明確な基準がある場合を除いて、基本的には各社の判断に
準拠。ただし、企業として読者にどんなメッセージを伝えるかという視点も重要
（例）男女間賃金格差の有無

開示のしやすさと厳密性のバランスを取りながら質問を設定している。ランキン
グなどを発表することで収斂していく傾向にある
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ご回答の際のポイント③

選択肢はどちらか迷ったらよい方を選ぶ
読者・ユーザーなどから質問があった際に、明確に回答できるような範囲で

数値項目もできるだけ回答する
一部項目では概算値でも回答可能としている。詳細は「ご回答の手引き」を参照

回答範囲は「ご回答の手引き」を参照
特記のない限り単体ベース。純粋持ち株会社の場合は、主たる事業会社
ただし、基本的には各社のご判断にお任せ。各調査表の１枚目左上「※単体ベー
ス以外でのご回答の場合、その内容」を活用してください。法定で定められた算
出方法がある場合などは別途指定 25



ご回答の際のポイント④

回答内容の掲載イメージは、「東洋経済CSRオンライン」か
ら確認可能
前回以前の調査ページにCSR企業ランキング上位企業、

独自調査（公開情報のみ）企業の誌面サンプルを掲載
記述や回答方法のご参考となる資料
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（参考）東洋経済ＣＳＲ評価の概要・特徴



CSR評価・CSR企業ランキング作成の目的

• 株式投資・就職先として勧められる会社
• 「信頼される会社」像を考える

「信頼される会社」をCSR
データを使って見つける

• 数値情報など定量評価での企業評価
• 財務評価とあわせた総合評価

定量評価による企業評価の
仕組みづくり

• 各企業の取り組みの参考指標のひとつに
• CSR情報を見る際の参考情報（「ものさし」のひとつ）に

各社のCSR活動を見る際
の参考情報に
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CSR評価・ CSR企業ランキングが重視する視点

①方針

②取り組み③成果

F：財務の力

④
情
報
開
示

例：人材活用・ダイバー
シティマネジメント

①基本理念、障害者雇用率の
目標、など

②多様な人材登用部署の設置、
ＬＧＢＴへの対応、など

③女性管理職・部長職比率、
外国人管理職の有無、障害
者雇用率、など

①から④までと財務の力を両立した会社
29



CSR企業ランキングの枠組み

CSR
（300点）

• 人材活用
• 環境
• 企業統治＋

社会性

財務
（300点）

• 収益性
• 安全性
• 規模

①＋②＋③＋④ F
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CSR評価・CSR企業ランキングの評価項目（2024年版）

信頼
される
会社

人材活用

51項目

環境
36項目

企業統治
41項目

社会性
32項目

財務力
15項目
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CSR評価・CSR企業ランキングの特徴

全業種を同じ土俵で評価

幅広い分野・項目に対応

基本的な取り組みや情報開示の状況を重視

数値で把握できる項目を積極的に採用
※評価は第２回調査から実施しているため、調査と評価で回数に差がある点に注意 32



CSR評価・CSR企業ランキングの算出過程：基礎得点の算出

各評価項目の最高得点は1～3点が中心
基本的に現在の実力を評価（原則、調査表ベース）
原則、全項目加点方式。ネガティブな情報を開示したことによる減点などはない
（④情報開示の重視）
数値項目：「率」と記載していれば、「率」で評価。
「人数」などと記載していれば、その「実数」で評価
ただし、重要な項目は「率」と「実数（人数等）」の両面で評価
（例）育児休業取得者数＋育児休業取得率など

数値項目は全社の平均値や法制度変更などを参考に、定期的に見直しを実施
障害者雇用率、女性管理職比率など

原則、記述項目は適した内容の回答があれば得点
現状、内容の巧拙を評価の対象にはしていない

「CSR評価項目一覧」に得点・ポイントを記載
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CSR評価・CSR企業ランキングの算出過程：CSR評価得点の算出

各分野トップの基礎得点を算出
トップの得点が100点となる係数を算出
同じ係数を全社に掛けてCSR評価得点を算出

基礎得点の最高点はほぼ毎年変化
トップの基礎得点が上昇すると、昨年と同じ基礎得点ではCSR評価得点は下がる

★2000年 基礎得点 得点
A社（1位） 80 100
B社（■位） 50 62.5
倍率＝ 100÷80 ＝ 1.25倍
B社得点＝ 50×1.25 ＝ 62.5点

★2001年 基礎得点 得点
A社（1位） 90 100
B社（■位） 50 55.6
倍率＝ 100÷90 ≒ 1.1111倍
B社得点＝ 50×1.1111 ＝ 55.6点

（例）A社が1位（＝基準）の場合
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2024年版CSR企業ランキング：上位10社

順位 昨年
順位 社名

総合
ポイント
（600）

人材活用
（100）

環境
（100）

企業統治
＋社会性
（100）

財務
（300）

1 6 三井物産 573.9 94.4 97.8 97.3 284.4 
2 10 ＪＴ 573.4 91.7 92.3 98.4 291.0 
3 2 日本電信電話 572.5 93.5 98.9 100.0 280.1 
4 9 ＮＴＴデータグループ 571.9 93.5 98.9 97.8 281.7 
5 4 ＮＴＴドコモ 571.1 92.6 96.7 98.4 283.4 

6 1 富士フイルムホールディン
グス 570.0 92.6 90.1 97.8 289.5 

〃 14 ＮＥＣ 570.0 91.7 94.5 97.8 286.0 
8 8 ＫＤＤＩ 569.9 90.7 96.7 98.9 283.6 
9 5 積水ハウス 569.7 88.9 93.4 97.8 289.6 

10 15 大和ハウス工業 568.7 84.3 97.8 96.7 289.9 

三井物産が商社初の首位。財務好調のJTが2位に。
3～5位はNTTグループ 35



補足：CSR基本評価について

目的：
少ない情報で基本的なCSRの取り組み状況を評価する

評価項目：
4分野から抜粋した19項目（基礎調査の調査項目）

基礎調査の調査項目は総合調査にすべて含まれているため、総合調査に回答した場合は「基本評
価」も算出される

現状：
人材活用の項目が中心

今後：
・役員、大株主など四季報掲載情報などとの連携
・調査・評価対象項目の拡大
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CSR企業ランキングの傾向

上位企業の特徴・傾向
• 多くの人が「優良」と認める会社
• 良好な財務状況、業績が安定している
• 幅広くCSR活動を推進し、その情報を開示している

• 主要テーマを網羅・意識した取り組みを展開

• PDCAサイクルをしっかり回せている
• 指標等の数値の上昇に継続的に取り組んでいる

下位企業・伸び悩んでいる企業の特徴・傾向
• 取り組みは行っているが情報を開示できていない
• 特定のテーマに特化して取り組んでいる
• 環境分野の活動・開示レベルがランキングに影響する傾向

業種内順位や得点の成長率など別の見方もある
37



評価における回答時のポイント

①方針、②取り組み、は多くの企業が回答しているため、
未回答は差がつきやすい
取り組み内容は妥当なものであればすべて満点
できるだけ該当するものを社内で調べていただきたい
（情報の把握力はＣＳＲ活動を進めるために必須）
選択肢はなるべくよい方にならないか検討する
数値項目は開示ポイントのウエイトが大きい項目が多い
未回答は最も点数が低くなる
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よくあるご質問

評価してほしいが、回答内容の公表はしないでほしい
CSR情報の「開示」が重要だと考えており、評価には『CSR企業総覧』掲載情報
のみを使用。掲載希望しない場合、該当項目のデータは削除（評価しない）

業種によって偏りがある項目がある
調査全体でみるとバランスが取れていると考えている

記述項目の内容は評価されるのか
原則、「妥当な内容」が記載されていれば問題ない。
現状、CSR企業総覧に掲載されている内容であれば「妥当」と考えている
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よくあるご質問

新規項目を評価に使うのか
調査項目はすべて評価候補となる。しかし、開示状況を確認しつつ徐々に組み込
んでいく場合が多い

数値項目のしきい値は毎年変更になるのか
全体の平均値や分布を参考に得点化。頻繁に変更はしないが方針だが、大きな変
動があれば変更する可能性が高い
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今後のスケジュール
年月 内容

6月 新調査項目を決定。調査表の作成開始
6月24日：調査表発送

7月
7月1日：PDF調査表作成、CSR Fileダウンロードシステムへセット
7月22日：2024年調査ご回答企業向け説明会開催予定
下旬：最新SDGs企業ランキング公表予定

  ８月 8月20日：締め切り。編集開始

9～10月 編集・入力・校正等の作業（取材なども）
10月に無料セミナーを開催？

12月
上旬：『CSR企業総覧（雇用・人材活用編）（ESG編）』2025年版発売予定

誌面掲載ページを「CSR Fileダウンロードシステム」へセット
下旬：回答のお礼（集計編）送付（メール配信のみの可能性も）

2025年1月 各種ランキング発表開始

2月 上旬：CSR企業ランキング2025年版の発表予定（『週刊東洋経済』）
CSR企業ランキング報告書を「CSR Fileダウンロードシステム」へセット

下旬：プラチナキャリア企業ランキング2024年版公表予定

※上記は説明会実施時点の予定となります。今後スケジュールは変更する可能性があります 41



質疑応答①
※ご質問はQ＆Aにて承っております


